
杉三小研究発表会 メンチメーターへの回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 →授業はやっぱり難しいですね。児童主体にしようとするとなおさら…。 

教師の「問い」の発し方、これからも追究していきます。 

 

 

 

 

 

 

2 →ありがとうございます。 

「まずはやってみよう」と思ってもらえるような実践をこれからも積み重ねていきます。 

 

 

 

3 →杉並区教育委員会や杉並の校長先生方は、先生方のチャレンジを応援しています。 

一緒に頑張りましょう。 

 
4 →今の制度や現状の中でもできることはたくさんあるはずです。 

一緒にチャレンジしていきましょう。 



 
5 →公立学校でもできることを、一歩ずつ着実に取り組んでいきます。 

一緒に頑張りましょう。 

 

 
6 →１つの課題ですね。児童の主体的な学びを推進しながら、 

教科の見方・考え方がしっかりと身に付く学習にしたいものです。 

 

 

7 →悩ましいですね。児童の興味・関心がすべて同じではないですから。 

その子にあったタイミングを探すのか、ポイントタイムでその必要感をもたせるのか…実

践あるのみですね。 

 

 
8 →その通りかもしれませんね。私たちにできることから一歩ずつ…ですね。 

 

 

9 →そうですね。効率や働き方改革も同時に考えていく必要がありそうですね。 

 
10 →「まずやってみる」その発想が素晴らしいですね。 

 

 

 



 

11 →「できるところから」私たちもその発想を大事にしています。一緒に頑張りましょう。 

 

 

12 →教師の考え方を変えるのは、きっと簡単ではないと思います。 

でも変えていかないといけないはずです。 

「わくわく」は本校の学校経営のキャッチフレーズです。ぜひ一緒に頑張りましょう。 

 

13 →本当にその通りですね。まずは自分が考えたことを信念をもって、 

取り組んでいくことから始まりそうですね。何かを捨てる発想も大事だと思います。 

 

 
14 →本校にもスタンダードはあります。この辺りを見直すことも、 

構造転換につながりそうですね。「自分に何ができるか」…素晴らしい発想です。 

 

 



 

15 →次期学習指導要領に、「探究」はきっとより期待できるのではないかと思います。 

学校によって環境は違うので、それぞれの学校で実践を増やしていきたいですね。 

 

16 →ありがとうございます。「もっとできそう」これは実感です。 

一緒に実践を重ねていきましょう。 

 

17 →そうですね。学校や地域の状況や特性に合わせて考えていくと、 

実現しやすいのではないかと思います。 

 

18 →私たちも模索中です。私たちは、まずは児童主体の授業にするために、教師の役割は何

だろうと考え、たくさんの実践をし、そこから共通するものを見える化してきました。学

習指導要領の内容を意識しながら、ポイントタイム等でその内容に触れるようにしました。

評価については、まだ全て自己評価という段階までいっていません。低学年は学びの基

礎段階でもあるので、学び方を身に付ける導入段階としてとらえ、試行錯誤しています。 



 

19 →ありがとうございます。児童主体の学びはずっと前から行われていたと思います。 

それがなかなか定着しないという現状があるのではないかと思っています。 

その原因を探りながら有効な手だてを追究していきます。 

 

 

20 →同感です。そういう環境や条件を変えていくことも同時に目指しながら、 

日々取り組んでいくしかないですよね。 

 

21 →難しいですね、私たちはまずは児童主体の授業へと変えることからスタートしました。

ゴールはずっと先にあるのではないかと思います。少しずつ見えてくるのかもしれませ

ん。 

 



22 →ありがとうございます。そういう視点で観てくださって、とても励みになります。 

 

23 →観ていただいた授業がすべてではないと考えます。 

また１００点満点の授業などありえないとも感じています。 

「もっと子どもたちに任せる」そういう視点が大切だと思います。 

一緒に試行錯誤しながらよい授業を目指しましょう。 

 
24 →私たちは山口裕也先生から「活動あって学びなし」にならないように、「３＋１ステップ」

という考え方を学びました。 

簡潔に示すと、ステップ１「自己選択・自己決定」、ステップ２「見方・考え方を広く深く働

く条件を整える」、ステップ３「学習評価を個別化・多様化する」、プラス１「学習や生活の

環境を児童に委ねる」です。 

 

25 →そうだと思います。それでも様々なことを考え、実践されてきたことに価値があるので

すよね。私たちも同じように、授業を変える、教師を変えることから始めています。共に

頑張りましょう。 

 



 
26 →全く同感です。私たちもいよいよ次年度、総合的な学習の時間での取り組みを始めま

す。 

 
27 →悩ましいところですね。児童一人ひとりをしっかりと見取るためには時間と手間がか

かります。学級の人数が変わらない以上、そこを工夫していくしかないと思います。 

 

28 →ありがとうございます。 

私たちは「見やすさ」「分かりやすさ」「簡潔さ」にも重点を置きました。高い専門性と信

念…同感です。 

 

29 →ありがとうございます。パネリスト、ファシリテーター、そしてフロアの皆さんがそれぞ

れの思いをもって参加してくださった成果だと思っています。 



 

30 →ありがとうございます。みんなで様々な実践を持ち寄って、これからも情報共有して刺

激し合えるといいですね。 


